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●カタログの内容は予告無く変更する場合がありますので、ご了承願います。 ●カタログの写真や色は印刷により若干異なる場合が有ります。  

●このカタログの制作は 2021 年 4 月です。 

お問い合わせ先はこちら 

株式会社ケイエムシー 

〒321-0968 

栃木県宇都宮市中今泉 5丁目 24 番７号 

TEL 028-613-5111（代）FAX 028-683-1888 

インターネットの情報もご覧ください 

https://www.k-m-c.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製造業向け 製品在庫管理システム 
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システムの概要 

バーコードを活用することで『入庫、出庫、在庫』の『いま』を簡単に、しかも迅速に把握するための 

製品在庫管理システムです。 

見たいものが「見える」 

日々変化する入庫・出庫・在庫状況を見やすいカタチに表示します。（表形式、明細、ＣＳＶ出力が可能です） 

1. システムの特徴 

簡単操作 

 マウスおよびタブレット端末で操作できるため、パソコンに不慣れな方や作業場での入力工数を削減できます。 

 製品をバーコード管理し決められた置場に整理することで、出庫ミスや不良在庫の発生防止、また置場スペースの効

率化を実現します。 

在庫管理の対象とする製品情報をマスタ登録しておくことによって、コードを入力するだけでそれらの情

報を簡単に呼び出すことができます。さらに、それらの「コード」を付属機能によってバーコード票として印

刷、現品や現場に貼り付けたり添付したりすることによって、バーコードリーダーを使った効率的な入出

庫データの入力が簡単に実現できます。  

2. 在庫照会 

 製品が、いくつあるのか確認できますので、現在の在庫数で間に合うか、製作するかを検討できます。 
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出庫処理、入庫処理、棚卸処理の画面です。 

日々の作業は、基本的に棚に貼り付けたバーコードラベルを利用します 

3. 出庫処理 

・製品を出庫します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.  入庫処理 

・製品を入庫します。 
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棚卸在庫設定 

実地棚卸作業の支援  

実地棚卸作業の際には、"どこに何がいくつある"という理論上の棚卸一覧を印刷しておくことによって、現品

照合作業を効率的に進めることができます。  

実地棚卸によって得られた正確な実在庫数量は、データ上の理論在庫数量と対比しながら入力していくこ

とができます。入力された実地棚卸数量は、ボタン１つで、データベース上のすべての棚番・製品の在庫情

報に反映させることができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必須ではありませんが、バーコードリーダー（USB接続や Bluetooth ワイヤレスのもの）を別途用意し

ておくことによって、入出庫の際の「コード」データのキーボード入力が不要となり、データ入力作業を大幅に省

力化することができます。ぜひご利用をお奨めします。 
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画面/帳票一覧 

画面 出力帳票 

 メインメニュー  

 入庫入力  

 出庫入力  

 在庫一覧  

 棚卸入力 

 製品マスタ  

 棚マスタ  

 購入先マスタ  

 リンク先設定  

 印刷選択  

 プレビュー選択  

 製品別在庫一覧表  

 棚卸表  

 製品バーコード票  

 製品マスタ一覧表 

動作環境 

 

本アプリケーションを動作させるためには、Microsoft Access 2019（32bit 版 または 64bit 版）がインストールされており、か

つ快適に動作するパソコン環境が必要です。 

※Accessがない又はAccessのインストールされていない複数のパソコンで利用をされたい方は、Microsoft より無償のAccess

ランタイムが提供されています。  

o 解像度 1280×768 以上ので表示可能なディスプレイ、およびその設定がされていることが必要です。 

 なお、ディスプレイ設定でカスタムの拡大/縮小設定が行われている場合は想定外のレイアウトで表示される場合があります。  

o 十分な空き容量のハードディスク、キーボードやマウス等の一般的なハードウェアが必要です。  

o Access が動作可能な OS、および必要なパソコンのスペック等の詳細は、Micorsoft のホームページにてご確認くださ

い。 


